
（ 

 

 

 
 

 
 

■日時：200９年９月 1６日（水）  
開場 1８：30 開演 1９：00（２１：０0 終了予定） 

■会場：中野区医師会館 3 階  

■参加費：５００円 
基調講演 

「緩和ケアが実現できる地域づくりをめざして」 
 中村 洋一 （中村診療所 所長） 

・・・西原 明氏の地域かかりつけ医として 

パネルディスカッション 

  「西原 明さんの最期をめぐる地域での連携」 
 西原 由記子（認定ＮＰＯ東京自殺防止センター理事長・西原明氏ご家族） 

      ・・・家族としての思い 

 萩尾 信也 （毎日新聞社会部記者） 

・・・友人として、記者として 

・ 宮澤 素子 （中野北ベタニア訪問看護ステーション所長） 

    ・・・在宅を支えた看護師として   

 関 茂樹（救世軍ブース記念病院 緩和ケア科医長）  

    ・・・ＰＣＵでの最期の時間 

＠コーディネーター・・秋山 正子（白十字訪問看護ステーション統括所長） 

     
主催：東京訪問看護ステーション協議会城西ブロック会 

共催：中野区医師会・ＰＣネット    

 

申込み・問合せ先 東京訪問看護ステーション協議会 城西ブロック 各区窓口 

        ＊杉並：越川病院訪問看護ステーション:Fax03-3301-7732 仲田朝子  

        ＊中野：上高田訪問看護ステーション:  Fax03-5380-4165 藤原千鶴子 

        ＊新宿：白十字訪問看護ステーション Fax03-3268-1629 秋山正子 

その他問い合わせ：白十字訪問看護ステーション：Fax０３－３２６８－１６２９ 
   e-mail：hakujuji@muse.ocn.ne.jp 

≪裏面に地図・事例紹介などがあります≫ 

 

 

この町で健やかに暮らし、安心して逝くために 
 

東京訪問看護ステーション協議会城西ブロック会 

中野区医師会・ＰＣネット共催 

mailto:hakujuji@muse.ocn.ne.jp


 

「一人じゃない」といい続けた寄り添いびと 

 

認定 NPO 法人 東京自殺防止センター 副理事長の西原明さんは 

大腸癌の再発･転移があり「余命はあと 1 年」と告知されてから半年後、 

毎日新聞の萩尾記者の勧めに沿って、これからの過ごし方を相談したいと 

訪問看護師に出会い、その後できるだけ在宅で過ごしたいが、仕事を持つ 

奥様との二人暮らし、緩和ケア病棟も視野に入れながら、地域の在宅医療と 

つながりました。はじめは通院できた西原さん。症状緩和に努め、かねてか 

ら念願だった旅行にも出かけられました。 

その後、緩和ケア病棟に体験入棟され、車いす生活ではありましたが、これ 

までの活動のまとめの文章を書かれたりして過ごされ、一端退院して、80 歳 

の誕生日を家族に囲まれて家で過ごし、クリスマスも教会で祝えました。 

大晦日、恒例の年越し「電話相談」。かかってきた自殺念慮のある人の電話に 

「あなたは一人じゃない。電話がつながっていますよ」と語り掛けました。 

年明け、体調を崩し、再び緩和ケア病棟へ。 

2009 年 4 月 18 日、お孫さんの耳元で読む聖書の言葉に送られて、息を引き 

取られました。 

 病院から在宅に、緩和ケア病棟（PCU）から再び在宅へと地域の中の緩和ケア 

ネットワークがうまく機能しながら西原さんを支えました。 

ご家族である西原由記子さんや、友人としてかかわり、記者としても記事を書 

いた萩尾さんにも、お話していただけることになりました。 

 多くの方に聞いていただきたい内容と思います。奮ってご参加下さい。 

      コーデイネーター：白十字訪問看護ステーション 秋山 正子 

          
 

                ≪参加お申込み欄≫ 

    FAX 番号０３－３２６８－１６２９  白十字訪問看護ステーション 

 ＊お手数ですが、会場設営の関係上、9 月 9 日（水）までご返信頂けますようお願いします 

 

ご施設名 お名前


